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第４回定例会　  一般会計　　補正予算
 １億４千８百万円　減額(総額１７７億８千万円)

※主な補正内容・概算額で表示

汚泥再生処理センター施設整備　（平成 27 年度分）

◎保育所運営の支援

児童通所支援及び相談支援

放課後の児童健全育成

環境対策

子育て支援

事業実施内容が確定したため平成２７年度事業を減額し、合わせて継続費の補正を行う。
施設整備事業実施：H27 ～ H29	 事業費：26億7,300万円
　H27	事業費：	 2億6,700万円	 内容：実施設計・プラント建設工事
　H28	事業費：	 6億7,000万円	 内容：プラント建設工事
　H29	事業費：	 17億3,600万円	内容：プラント建設工事・性能検査

　保育所運営に係る厚生労働省の単価改定に伴い所要見込額を増額する。
保育所措置費

一時保育事業

延長保育等促進事業

休日保育事業

　新規児童発達支援事業の開設及び放課後等デイサービスの利用者増加により扶助費の所要
見込額を増額する。　（国1/2　県・市1/4）

　児童クラブの単価改定に伴い所要見込額を増額する。　（国・県・市　1/3）

△３億 2,600万円

1 億 1,200万円

100万円

△ 1,900万円

1,000 万円

400万円

△ 300万円
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第４回定例会　  一般会計　　補正予算
 １億４千８百万円　減額(総額１７７億８千万円)

農地の集積を推進（農地中間管理事業）

地方公務員共済の標準報酬制移行に伴い共済費を減額する。

農業振興

地方公務員共済の標準報酬制移行

一般会計

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

農業集落排水事業特別会計

平成27年度の実績見込みにより協力金を増額する。総額4,920万円　（県10/10）
経営転換協力金	 	 52名	 	 	 	 	 	 2,100万円
耕作者集積協力金	 	 ２名	 	 	 	 	 			 	20万円
地域集積協力金	 	 ３地区（永池、東市山、下市山）計91ha	 2,800万円

継続費の補正
・汚泥再生処理センター施設整備事業　平成27～29年度	 26億7,300万円
　　　H27　2億6,700万円　H28　6億7,000万円　H29　17億3,600万円

債務負担行為補正（追加）
・一般廃棄物最終処分場維持管理事業　平成28～30年度	 1億1,600万円
・衛生センター管理事業　												平成28～ 29年度	 2,100万円
・大口いきがい交流センター運営事業　指定管理　平成28～30年度　			500万円

1,400 万円

△ 4,200万円

△ 210万円

△ 170万円

△ 80万円

△ 40万円
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委員会報告

各
委
員
会
報
告

主
な
質
疑
と内

容

願
い
し
た
。

　
　

補
正
の
理
由
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
申
請
件
数

が
86
件
・
補
助
金
１
９
７

１
万
７
０
０
０
円
。
予
算

は
２
０
０
０
万
円
だ
か
ら
、

予
算
不
足
が
生
じ
る
。
そ

れ
に
充
当
す
る
財
源
と
し

て
、
基
金
か
ら
繰
り
入
れ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
86
件
で
、
工
事
費
と
し
て
、

約
７
億
７
０
０
０
万
円
が
伊

佐
で
回
っ
て
い
る
。

ＱＡ

　
　

補
助
金
措
置
は
。

　
　

ア
イ
ス
カ
ー
ビ
ン
グ
は
平

成
27
年
１
月
の
20
回
目
の
イ

ベ
ン
ト
を
最
後
に
、
こ
れ
ま

で
の
実
行
委
員
会
の
方
々
は

降
り
ら
れ
た
。
次
の
ア
イ
ス

カ
ー
ビ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
る

か
不
明
瞭
だ
っ
た
た
め
、
当

初
予
算
で
は
組
ま
な
か
っ
た

が
、
今
回
、
若
い
メ
ン
バ
ー

で
新
し
い
組
織
「
ア
イ
ス

ワ
ー
ル
ド
in
伊
佐
実
行
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
ら
れ
、
平

成
28
年
２
月
13
日
に
開
催
す

る
と
の
こ
と
で
、
補
正
を
お

ＱＡ

　
　

な
ぜ
減
額
補
正
か
。

　
　

こ
の
事
業
、
移
転
す
る

際
、
旧
住
宅
の
取
り
壊

し
に
対
す
る
補
助
、
そ
れ
に
、

新
築
・
改
築
の
借
入
金
額
に

対
す
る
利
子
助
成
の
事
業
で

あ
る
。
１
件
の
申
請
が
あ
っ

た
が
、
ご
高
齢
と
い
う
こ
と

で
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受

け
ら
れ
ず
、
辞
退
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
減
額
補
正
で
あ

る
。

ＱＡ

　
　

増
額
の
理
由
は
。

　
　

当
初
予
算
で
３
５
５
８
万

円
計
上
し
た
。
平
成
27
年
度

の
実
績
見
込
み
が
出
た
の

で
、
農
地
の
集
積
協
力
金
を

増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。　

　

調
査
の
内
容
は
。

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
誘
致
の

調
査
を
行
う
。
内
容
は
、
観

光
交
流
の
現
状
把
握
・
宿
泊

施
設
の
調
査
・
市
内
企
業
等

の
宿
泊
を
伴
う
会
議
等
の
調

ＱＡＱＡ

　
　

当
初
予
算
で
、
給
料
の
高

い
職
員
が
出
て
、
低
い
職

員
が
入
る
想
定
で
予
算
組

み
し
た
。
人
事
異
動
が
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
増
額
分

２
２
８
万
７
０
０
０
円
を
計

上
し
た
。
標
準
報
酬
に
よ
る

減
額
が
１
２
２
万
３
０
０
０

円
と
な
る
。

Ａ
　
　

わ
が
ま
ち
特
例
に
よ
る
固

定
資
産
税
の
特
例
措
置
と
し

て
、
伊
佐
市
で
、
ど
の
よ
う

な
特
例
が
あ
る
の
か
。

　
　

大
口
電
子
・
ジ
ャ
パ
ン

フ
ァ
ー
ム
・
か
い
た
く
・
住

友
鉱
山
で
、
平
成
26
年
以
前

に
取
得
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
、
旧
法
に
よ
っ
て
、
今

回
の
わ
が
ま
ち
特
例
と
同
様

に
、
現
在
も
か
か
っ
て
い
る

も
の
が
あ
る
。

ＱＡ

査
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
。

　
　

平
成
28
年
６
月
19
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
公
職
選
挙
法
改

正
で
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
が
、
伊

佐
市
の
該
当
者
は
。

　
　

人
口
推
計
か
ら
、
平
成
28

年
７
月
の
人
口
統
計
を
見
る

と
、
３
８
０
人
程
度
と
な
る

が
、
進
学
・
就
職
等
で
住
所

を
移
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
方

は
、
伊
佐
市
の
選
挙
名
簿
に

載
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
　

総
係
費
の
法
定
福
利
費

１
０
６
万
４
０
０
０
円
の
補

正
は
。

ＱＡＱ

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課

建
設
課

総
務
産
業
委
員
会

ア
イ
ス
ワ
ー
ル
ド
in
伊
佐

実
行
委
員
会
へ
の
補
助
金

50
万
円

が
け
地
近
接
等
危
険

住
宅
移
転
事
業

２
８
０
万
２
０
０
０
円

木
造
住
宅
整
備
促
進

支
援
基
金
繰
入
金

３
０
０
万
円

議
案
第
91
号　

伊
佐

市
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

増
額

増
額

新
規

新
規

農
地
中
間
管
理

事
業
補
助
金

１
３
６
２
万
円

企
画
政
策
課

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
誘
致
可

能
性
調
査
の
業
務
委
託

１
９
０
万
１
０
０
０
円

農
政
課

選
挙
管
理
委
員
会

公
職
選
挙
法
改
正

議
案
第
87
号　

平
成

27
年
度
伊
佐
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

減
額
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委員会報告

▲大口中央中学校の南側法面

　
　

内
容
は
。

　
　

修
学
旅
行
費
の
補
助
事
業

扶
助
費
１
人
分
と
単
独
補
助

扶
助
費
４
人
分
で
あ
る
。

ＱＡ

　
　

内
容
は
。

　
　

九
州
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー

ト
で
市
歌
を
演
奏
し
て
も
ら

う
た
め
、
演
奏
用
楽
譜
を
作

る
費
用
で
あ
る
。

　
　

修
繕
の
内
容
は
。

　
　

厨
房
処
理
シ
ス
テ
ム
の
Ｖ

ベ
ル
ト
修
理
と
食
器
食
缶
洗

浄
機
の
電
磁
弁
交
換
で
あ

る
。

ＱＡＱＡ

　
　

内
容
は
。

　
　

大
口
庁
舎
、
菱
刈
庁
舎
に

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
た
め

の
経
費
で
あ
る
。

ＱＡ

　
　

人
工
透
析
の
患
者
が
多
く

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

透
析
の
患
者
は
増
え
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
生
活
保
護

受
給
者
の
透
析
患
者
も
増
え

て
い
る
。

　
　

結
核
検
診
の
受
診
者
の
推

移
は
。

　
　

平
成
25
年
度
が
３
１
９
３

人
、
26
年
度
が
３
７
３
９

人
、
本
年
度
３
９
０
０
人
見

込
ん
で
い
る
の
で
補
正
し

た
。

ＱＡＱＡ

　
　

内
容
は
。

　
　

乳
幼
児
医
療
費
の
不
足
額

の
２
５
３
万
９
０
０
０
円
の

増
額
と
、
児
童
発
達
支
援

２
７
０
万
円
、
放
課
後
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
等
の
増
額
分

で
あ
る
。

　
　

空
家
等
対
策
審
議
会
委
員

の
数
は
。

　
　

全
部
で
10
人
を
予
定
し
て

い
る
。

ＱＡＱＡ

　
　

修
繕
費
の
内
容
は
。

　
　

大
口
小
、
大
口
東
小
の
看

板
修
理
や
針
持
小
の
外
壁
補

修
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
台
風

被
害
で
あ
る
。

　
　

工
事
内
容
は
。

　
　

大
口
中
央
中
学
校
の
南
側

法
面
の
補
修
工
事
で
あ
る
。

ＱＡＱＡ
文
教
厚
生
委
員
会

増
額

増
額

増
額

増
額

増
額

増
額

増
額

増
額

増
額

増
額

福
祉
課

教
育
委
員
会

　総
務
課

学
校
教
育
課

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

市
民
課

こ
ど
も
課

健
康
長
寿
課

環
境
政
策
課

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

小
学
校
費３

５
０
万
円

中
学
校
費１

５
０
万
円

備
品
購
入
費

57
万
３
０
０
０
円

扶
助
費
１
２
９
２
万

３
０
０
０
円

障
が
い
者
自
立
支
援
費

２
１
３
４
万
１
０
０
０
円

修
繕
料

24
万
６
０
０
０
円

文
化
会
館
費

委
託
料
８
万
円

教
育
振
興
費
、
扶
助
費

27
万
５
０
０
０
円

保
健
衛
生
費

３
６
４
万
２
０
０
０
円

報
酬
５
万
４
０
０
０
円
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審

　査

　内

　容

　

決
算
審
査
に
当
た
っ
て
は
、

平
成
26
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
と
も
に
歳
入
歳
出
決
算
書
、

主
要
な
施
策
の
成
果
説
明
書
に

基
づ
き
、
５
日
間
に
わ
た
り
各

課
ご
と
に
説
明
を
求
め
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
決
算
の
審
査
結

果
は
第
４
回
定
例
会
で
報
告
さ

れ
全
て
の
決
算
案
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

現
地
調
査
対
象
箇
所

○
建
設
課

・
里
町
轟
公
園
線
道
路
改
良

・
重
留
青
木
線
道
路
改
良

○
伊
佐
Ｐ
Ｒ
課

・
伊
佐
市
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
等
整
備

・
湯
之
尾
駐
車
場
整
備

○
環
境
政
策
課

・
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

　

施
設
造
成

○
総
務
課

・
消
防
団
詰
所
第
３
分
団

○
教
育
委
員
会
総
務
課

・
大
口
中
央
中
学
校

・
文
化
会
館
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去

　

及
び
外
溝
タ
イ
ル
張
替
え

審
査
を
通
じ
て
の

指
摘
事
項

（
主
な
事
項
抜
粋
）

各
課
全
体

　

繰
越
明
許
費
が
依
然
と
し
て

多
い
。
国
の
政
策
発
動
の
時
期

に
よ
り
、
止
む
を
得
な
い
も
の

も
あ
る
が
、
規
律
の
あ
る
予
算

執
行
と
す
る
べ
く
、
努
力
さ
れ

た
い
。
主
要
な
施
策
の
成
果
説

明
書
の
作
成
に
お
い
て
は
昨
年

と
比
べ
、
工
夫
が
な
さ
れ
、
よ

り
分
か
り
や
す
い
も
の
と
な
っ

た
。
一
層
の
努
力
を
望
む
。
備

品
台
帳
の
有
り
方
に
つ
い
て
、

見
直
し
を
含
め
検
討
さ
れ
た
い
。

林
務
・
農
政
課
・
農
業
委
員
会

　

有
害
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
は
、

連
携
し
、
よ
り
一
層
の
踏
み
込

ん
だ
取
組
を
望
み
た
い
。

教
育
委
員
会

　総
務
課

　

各
学
校
の
施
設
充
実
に
、
よ

り
一
層
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
。
奨
学
金
の
回
収

に
引
続
き
努
力
さ
れ
た
い
。

○平成26年度一般会計・特別会計決算状況� （単位：千円）

区　分
会　計

歳入額
（A）

歳出額
（B）

差引額
（C）

翌年度へ繰越
すべき財源（D）

実質収支
（C）－（D）＝（E）

一　般　会　計 16,966,875 16,411,591 555,284 239,726 315,559

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 4,270,681 4,383,922 △113,241 0 △113,241
介護保険事業 3,203,607 3,141,385 62,222 0 62,222
介護サービス事業 27,682 17,864 9,818 0 9,818
後期高齢者医療 436,468 435,214 1,254 0 1,254
簡易水道事業 791 790 1 0 1
農業集落排水事業 184,015 183,631 384 0 384

小　　計 8,123,244 8,117,806 39,562 0 39,562
合　　　計 25,090,119 24,529,397 515,722 239,726 275,996

○水道事業会計決算状況� （単位：円）

区　　　分 収　　　入 支　　　出
収　益　的 484,190,532 459,822,812
資　本　的 60,000,000 254,761,147

資本的収入額が資本的支出額に不足する額194,761,147円は、建設
改良積立金6,035,654円、過年度分損益勘定留保資金178,747,319円
及び当年度消費税資本的収支調整額9,978,174円で補てんされてい
る。

平成26年度決算
一般会計など８会計を認定

環境政策課：汚泥再生処理センター施設造成
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伊
佐
Ｐ
Ｒ
課

　

関
連
す
る
部
署
等
と
協
力
し

て
、
施
設
の
Ｐ
Ｒ
力
を
上
げ
て

ほ
し
い
。

環
境
政
策
課

　

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
施

設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
所

期
の
目
標
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
、

万
全
の
体
制
で
臨
ま
れ
る
よ
う

強
く
望
み
た
い
。

こ
ど
も
課

　

保
育
料
の
回
収
に
つ
い
て
は
、

も
っ
と
工
夫
し
改
善
に
向
け
努

力
さ
れ
た
い
。

建

　設

　課

　

住
宅
貸
付
資
金
の
回
収
に
向

け
、
よ
り
一
層
努
力
さ
れ
た
い
。

健
康
長
寿
課

　

各
種
検
診
の
受
診
率
向
上

（
特
に
乳
が
ん
）
及
び
健
康
づ

く
り
推
進
に
努
力
さ
れ
た
い
。

学
校
教
育
課

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
及
び

教
育
相
談
員
の
よ
り
一
層
の
充

実
を
図
り
、
い
じ
め
・
不
登
校

の
対
策
に
努
め
ら
れ
た
い
。

総

　務

　課

　

技
術
職
員
の
確
保
、
育
成
に
、

引
続
き
注
力
さ
れ
る
こ
と
を
強

く
望
む
。

農

　政

　課

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
も
含
め
、
国
の

政
策
に
対
応
す
る
べ
く
政
策
執

行
を
お
願
い
し
た
い
。

企
画
政
策
課

　

企
画
立
案
に
長
期
的
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
臨
み
、
企
画
政
策

さ
れ
た
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
の
よ
り
一
層
の
充
実
に
向

け
、
育
成
・
強
化
を
図
ら
れ
た

い
。農

業
委
員
会

　

耕
作
放
棄
地
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
林
務
課
・
農
政
課
と
連

携
し
、
実
効
性
の
あ
る
施
策
実

施
を
望
む
。

税

　務

　課

　

あ
ら
ゆ
る
人
材
を
活
用
し
、

徴
収
率
の
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

○主要な財政指標� （単位：千円　％）

区　　　　　分 平成25年度 平成24年度 類似団体
財政力指数

（３ケ年平均）※１ 0.36 0.35 0.41

標準財政規模 9,625,868 9,892,621 10,658,472
基準財政収入額 2,864,228 2,765,996 3,287,134
基準財政需要額 7,659,427 7,831,417 8,131,795

経常一般財源収入額 9,057,026 9,400,184 10,046,612

実質収支比率　※２ 3.3 3.4 5.7
経常収支比率　※３ 88.5 84.6 88.7
実質公債費比率　※４ 10.9 12.1 12.0

地方税
徴収率

現年課税分 98.3 98.3 －
滞納繰越分 12.9 16.2 －
合　計 91.3 91.4 －

地方債残高
（特定資金を除く） 13,762,873 13,239,446 16,465,888

債務負担行為額 1,278,897 1,159,430 1,807,147

○健全化判断比率� （単位：％）

実質赤字
比　　率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比　率

将来負担
比　率

－
（13.40）

－
（18.40）

10.9
（25.0）

－
（350.0）

※実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費
　比率又は将来負担比率が算定されない場合は、｢－｣ と記載。
※カッコ内は、本市の早期健全化基準値である。

※１【財政力指数】

基準財政収入額を基準財政需要額で除して
得た値の３年間の平均値。高いほど財源に
余裕があるとされる。（１以上であれば財
政力が極めて強い）

※２【実質収支比率】

標準財政規模に対する実質収支額の割合。
概ね３％～５％が望ましいとされる。

※３【経常収支比率】

経常的な経費に経常的な一般財源をどれだ
け充当したかを示す。70％～ 80％が標準
とされる。

※４【実質公債費比率】

市税・普通交付税のように使途が特定され
ておらず、毎年度経常的に収入される財源
のうち、公債費や公営企業債に対する繰出
金など公債費に準ずるものを含めた公債費
相当額に充てられた額の占める割合の３ヵ
年平均値。18％未満が望ましい。

委
員
長

　
　

市
来　

弘
行

副
委
員
長

　
　

森
山　

良
和

委
員

　
　

森
田　

幸
一

　
　

前
田　

和
文

　
　

沖
田　

義
一

　
　

今
村　

謙
作

　
　

柿
木
原�

榮
一

　
　

畑
中　

香
子

一般会計決算審査特別委員会委員 

伊佐ＰＲ課：湯之尾駐車場整備
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総　括　質　疑
発　言　者 質　疑　事　項

岩元　克頼議員 １　議案第82号　平成27年度伊佐市一般会計補正予算（第７号）
２　議案第89号　伊佐市空家等の適正管理に関する条例の制定について

今村　謙作議員 １　議案第89号　伊佐市空家等の適正管理に関する条例の制定について

柿木原榮一議員

１　議案第89号　伊佐市空家等の適正管理に関する条例の制定について
２　議案第90号　伊佐市総合交流拠点施設の設置及び管理に関する条例の制定
について
３　議案第82号　平成27年度伊佐市一般会計補正予算（第７号）

森田　幸一議員 １　議案第95号　伊佐市農業委員会委員定数に関する条例の一部を改正する等の
条例の制定について

議決結果一覧表
議案番号 件　　　　名 議決結果

81 鹿児島県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び同組合規約の一
部変更について 原案可決

82 平成27年度伊佐市一般会計補正予算（第７号） 原案可決

83 平成27年度伊佐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

84 平成27年度伊佐市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

85 平成27年度伊佐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決

86 平成27年度伊佐市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

87 平成27年度伊佐市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

88
伊佐市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定に
ついて

原案可決

89 伊佐市空家等の適正管理に関する条例の制定について 原案可決

賛否が分かれた議案のみ（○は賛成、●は反対、欠は欠席）
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議案番号 件　　　　名 議決結果

90 伊佐市総合交流拠点施設の設置及び管理に関する条例の制定について 原案可決

91 伊佐市税条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決

92 伊佐市災害被害者に対する市税の減免に関する条例及び伊佐市介護保険条例
の一部を改正する条例の制定について 原案可決

93 伊佐市大口心身障害者等福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定について 原案可決

94 伊佐市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

95 伊佐市農業委員会委員定数に関する条例の一部を改正する等の条例の制定に
ついて 原案可決

96 伊佐市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

97 大口いきがい交流センターの指定管理者の指定について 原案可決

98 教育委員会委員の任命について 原案可決

陳情９ 歩道設置についての陳情書 不 採 択

賛否が分かれた議案のみ（○は賛成、●は反対、欠は欠席）
　第４回定例会（12月）の表決結果

丸

　
田

　
和

　
時

岩

　
元

　
克

　
頼

中

　
村

　
周

　
二

市

　
来

　
弘

　
行

福

　
本

　
千
枝
子

柿
木
原

　
榮

　
一

左
近
充

　
　
　
諭

鶴

　
田

　
公

　
紀

沖

　
田

　
義

　
一

畑

　
中

　
香

　
子

諏

　
訪

　
信

　
一

前

　
田

　
和

　
文

久

　
保

　
教

　
仁

緒

　
方

　
重

　
則

森

　
田

　
幸

　
一

山

　
下

　
和

　
義

今

　
村

　
謙

　
作

森

　
山

　
良

　
和

議
長
職
の
た
め
表
決
に
は
参
加
し
な
い

議 員 氏 名

議 案議案
番号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ● ● ● ● ● ● 欠 ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● 欠 ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

72

73

76

88

陳情 8

平成 26年度伊佐市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定について

項目１　子ども医療費の助成を中学卒
業まで拡充すること
項目２　子ども医療費の自己負担をな
くすこと
項目３　県に対し償還払いではなく、
現物給付にするよう要請すること

子ども医療費無料化を求める陳情

伊佐市行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定
個人情報の提供に関する条例の制定に
ついて

平成26年度伊佐市国民健康保険事業
特別会計歳入歳出決算認定について

平成26年度伊佐市一般会計歳入歳出
決算認定について
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地
方
創
生
の

基
本
的
理
念
は

前　

田　

和　

文　
議
員

市
長
／
５
つ
の
柱
を
中
心
に
取
り
組
む

　
　
　

　基
本
施
策
作
成
に
当

た
り
、
人
口
の
動
向
と

い
う
も
の
が
非
常
に
関
係
し
て

く
る
。
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

等
も
実
施
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
対
策
が
必
要
と
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　
　

地
方
創
生
の
大
き
な

柱
と
し
て
基
本
目
標
を

５
つ
挙
げ
て
い
る
。
交
流
人
口

の
増
加
、
そ
れ
を
定
住
人
口
が

増
え
る
、
そ
う
い
う
流
れ
に

持
っ
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
１

つ
目
の
柱
で
あ
り
、
２
つ
目
が

教
育
環
境
の
充
実
に
よ
っ
て
幅

広
く
人
材
を
育
成
し
て
い
く
。

３
つ
目
に
６
次
産
業
化
、
こ
れ

は
仕
事
を
つ
く
る
事
に
な
る
。

ま
た
、
４
つ
目
に
健
康
づ
く
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
と
い
う

こ
と
と
、
５
つ
目
に
、
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
の
を
推
進
し
て
い
く
。

こ
れ
を
基
本
目
標
と
い
う
こ
と

問答

で
取
り
組
む
事
に
し
た
い
。

消
防
組
織
体
制
は
現
状
の
ま
ま

で
市
民
の
安
全
は
確
保
で
き
る

の
か

　
　
　
　

消
防
体
制
及
び
、
緊

急
対
応
力
の
充
実
・
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
伊
佐

市
か
ら
見
た
財
政
的
課
題
、
消

防
組
合
の
体
制
に
つ
い
て
懸
念

さ
れ
る
点
は
。
市
長
の
見
解
を

問
う
。

　
　
　
　

消
防
の
場
合
は
、
ほ

ぼ
人
件
費
が
占
め
る
の

で
、
職
員
数
を
増
や
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防

士
の
ス
キ
ル
を
上
げ
る
、
資
格

を
取
得
し
て
充
実
し
て
い
く
た

め
に
は
、
２
署
体
制
に
し
て
、

職
員
が
資
格
を
取
り
、
研
修
し

て
ス
キ
ル
を
上
げ
て
住
民
の
安

心
安
全
に
寄
与
す
る
と
い
う
こ

と
が
大
事
に
な
る
。
し
か
し
先

問答

般
消
防
議
会
で
そ
れ
が
否
決
さ

れ
、
２
署
２
分
遣
所
を
維
持
で

や
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
状
況
で
あ
り
、
消
防
署
の

建
て
替
え
、
消
防
車
の
入
れ
替

え
を
考
慮
す
る
と
、
交
付
税
、

か
か
る
予
算
、
歳
出
で
足
り
な

い
と
こ
ろ
は
一
般
財
源
を
持
ち

出
す
し
か
な
い
と
い
う
の
が
現

状
で
あ
る
。
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市
長
／
肝
に
銘
じ
て
実
行
す
る

地
域
経
済
を循

環
構
造
に

岩　

元　

克　

頼　
議
員

伊佐市内の若者を
採用せよ

森　田　幸　一　議員
市長／採用は試験の結果による

　
　
　
　

直
近
３
年
間
の
応
募

者
・
採
用
者
を
伊
佐
市

内
、
市
外
別
に
伺
い
た
い
。

　
　
　
　

25
年
度
の
応
募
者
47

人
（
採
用
者
市
内
２

人
・
市
外
４
人
）、
26
年
度
の

応
募
者
１
１
０
人
（
採
用
者
市

内
２
人
・
市
外
８
人
）
27
年
度

問答

の
応
募
者
46
人
（
採
用
者
市
内

３
人
・
市
外
２
人
）
３
年
間
で

応
募
者
２
０
３
人
（
採
用
者
市

内
７
人
・
市
外
14
人
）
で
あ
る
。

　
　
　
　

伊
佐
市
の
若
者
を
採

用
し
て
ほ
し
い
の
は
、

市
民
の
切
な
る
願
い
で
あ
る
。

こ
の
３
年
間
の
採
用
は
、
伊
佐

市
外
が
圧
倒
的
に
多
い
。
な
ぜ

市
内
か
ら
採
用
で
き
な
い
の
か
。

ま
た
、
今
後
求
め
ら
れ
る
人
材

は
、
地
域
に
夢
を
抱
き
腰
を
据

え
地
域
づ
く
り
が
で
き
る
若
者

で
あ
る
。
限
界
集
落
が
進
む
中
、

集
落
を
守
る
為
に
も
、
地
域
づ

く
り
が
で
き
る
人
材
を
、
選
考

材
料
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

　
　
　
　

採
用
試
験
は
平
等
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
内
、
市
外
は
関
係
な
く
平
等

の
考
え
で
対
応
し
て
い
る
。
採

用
は
試
験
の
結
果
に
基
づ
く
も

の
で
、
こ
の
鉄
則
は
絶
対
に
崩

せ
な
い
。
優
秀
な
若
者
で
あ
れ

ば
何
処
の
出
身
で
あ
っ
て
も
一

生
懸
命
に
や
る
。

新
納
忠
元
公
の
墓
碑
整
備
に
つ

い
て 問答

　
　
　
　

新
納
忠
元
公
は
、
薩

摩
藩
の
郷
中
教
育
の
支

柱
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
、
文
武

両
道
等
の
武
将
を
敬
慕
す
る
人

達
が
墓
参
り
に
多
数
訪
れ
る
が
、

墓
碑
の
周
辺
が
散
乱
し
て
い
る

の
で
、
内
外
を
含
め
て
整
備
は

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

指
定
文
化
財
の
保
護
、

管
理
に
つ
い
て
は
、
基

本
的
に
は
そ
の
所
有
者
又
は
所

有
者
か
ら
譲
ら
れ
管
理
さ
れ
る

方
々
が
保
護
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
保
護
、
管
理
さ
れ
て

い
る
忠
元
神
社
の
氏
子
の
方
々
、

新
納
家
の
直
系
の
方
々
と
の
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
文
化
財
保

護
審
議
委
員
会
に
諮
っ
て
整
備

し
て
い
く
。

　
　
　
　

曽
木
の
滝
公
園
な
ど

の
ル
ー
ト
で
、
観
光
客

が
墓
碑
に
立
ち
寄
る
と
思
う
が
、

墓
碑
の
西
側
に
駐
車
場
の
整
備

は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

忠
元
廟び

ょ
うを
訪
れ
る

状
況
で
は
、
今
の
駐
車

場
で
足
り
て
い
る
と
判
断
し
て

い
る
の
で
、
駐
車
場
が
不
便
で

あ
れ
ば
砂
利
を
敷
く
よ
う
な
処

置
を
検
討
し
た
い
。

問答問答

　
　
　
　

本
市
の
地
方
創
生
を

考
え
る
上
で
以
下
の
点

に
つ
き
伺
う
。
①
本
市
産
業
の

特
性
。
②
雇
用
吸
収
力
と
市
民

所
得
双
方
に
寄
与
す
る
産
業
。

③
域
外
か
ら
稼
ぐ
産
業
。（
基

盤
産
業
）。
④
各
産
業
間
の
取

引
を
通
じ
て
市
内
で
の
波
及
効

果
。

　
　
　
　

①
雇
用
規
模
の
大
き

さ
で
は
、
製
造
、
卸
・

小
売
、
医
療
・
福
祉
で
全
体
の

６
割
。
全
国
比
で
構
成
比
が
高

い
も
の
は
、
鉱
業
、
農
林
業
。

従
業
員
構
成
比
10
％
以
上
、
か

つ
全
国
平
均
を
上
ま
わ
る
も
の

は
鉱
業
の
み
。
②
労
働
生
産
性

で
示
す
と
（
一
部
は
非
公
開
）、

伊
佐
市
で
労
働
生
産
性
が

４
０
０
万
円
を
超
え
る
の
は
教

育
・
学
習
支
援
事
業
、
医
療
・

福
祉
で
あ
る
。

問答

全
国
的
に
は
電
気
、
ガ
ス
、
熱

供
給
、
金
融
・
保
険
で
あ
り
、

伊
佐
市
と
は
異
な
る
。
雇
用
吸

収
力
が
あ
り
、
か
つ
所
得
に
も

寄
与
し
て
い
る
の
は
医
療
・
福

祉
。
③
域
外
収
支
が
プ
ラ
ス
に

な
る
産
業
は
な
い
が
、
取
引
流

入
額
は
非
鉄
金
属
、
電
子
部

品
・
回
路
で
20
億
円
超
。
④
に

つ
い
て
は
デ
ー
タ
が
な
い
が
、

製
造
大
手
の
域
内
仕
入
れ
は
、

全
体
の
１
割
程
度
と
な
っ
て
お

り
、
波
及
効
果
は
限
定
的
だ
。

　
　
　
　

地
域
全
体
の
従
業
者

数
は
基
盤
産
業
部
門

（
農
林
、
製
造
、
観
光
、
広
域

運
輸
等
）
の
従
業
者
数
に
比
例
。

こ
こ
が
７
７
０
人
増
え
る
と
人

口
が
１
万
人
増
加
す
る
と
も
言

わ
れ
る
。
ま
た
、
域
外
か
ら
稼

い
だ
マ
ネ
ー
を
域
内
で
循
環
さ

せ
る
構
造
に
変
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
が
見
解
を
伺
う
。

問

　
　
　
　

地
域
内
で
富
が
循
環

す
る
仕
組
み
を
つ
く
ら

な
い
と
永
続
性
の
あ
る
地
域
に

な
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

業
界
・
仕
事
に
言
え
る
こ
と
で

あ
る
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
を
肝

に
銘
じ
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た

い
。 答
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林
業
発
展
の

起
爆
剤
に
な
る
か

左
近
充　
　
　

諭　
議
員

埋設枯れ葉剤の
対応は

柿木原　榮　一　議員
市長／徹底した管理をお願いする

市 

長
／
雇
用
や
経
済
効
果
も
期
待

　
　
　
　

１
９
７
０
年
代
に
、

大
口
間
根
ケ
平
に

３
７
５
㎏
、
山
野
小
川
内
小
字

鬼
神
に
３
４
５
㎏
、
合
成
過
程

で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
一
種
で

あ
る
２
・
４
・５
Ｔ
が
埋
設
さ
れ

た
が
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る
の

か
。 問

　
　
　
　

北
薩
森
林
管
理
署
が

現
地
点
検
を
行
い
、
特

に
異
常
が
な
い
と
の
、
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

安
心
・
安
全
で
市
民

の
健
康
を
思
う
が
、
国

有
林
で
九
州
管
理
局
は
毎
年
１

カ
所
埋
設
農
薬
の
埋
設
個
所
特

定
及
び
堀
削
対
象
範
囲
確
定
業

務
請
負
契
約
で
一
般
競
争
入
札

を
や
っ
て
い
る
。
埋
設
さ
れ
た

農
薬
の
無
害
化
処
理
も
確
立
さ

れ
て
い
る
が
、
分
析
、
無
害
化

処
理
は
お
願
い
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

北
薩
森
林
管
理
署
で

管
理
し
て
い
る
の
で
、

徹
底
し
た
管
理
を
お
願
い
す
る
。

答問答

地
方
創
生
伊
佐
市
総
合
戦
略
の

展
開
に
む
け
て

　
　
　
　

鹿
児
島
県
の
地
域
活

性
化
・
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
交
付
金
（
地
方
創

生
先
行
型
）
タ
イ
プ
Ⅰ
、
タ
イ

プ
Ⅱ
の
交
付
金
の
決
定
が
11
月

中
旬
に
南
日
本
新
聞
に
記
載
さ

れ
た
が
伊
佐
市
は
ど
の
よ
う
な

も
の
を
応
募
し
た
の
か
。

　
　
　
　

地
方
創
生
は
よ
ほ
ど

慎
重
に
、
真
剣
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

応
募
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　

若
い
世
代
の
結
婚
、

出
産
、
子
育
て
の
希
望

を
か
な
え
る
施
策
は
何
が
あ
る

の
か
。

　
　
　
　

結
婚
を
す
る
た
め
の

出
会
い
の
場
が
少
な
い

の
で
、「
い
さ
え
ん
」
と
か
イ

ベ
ン
ト
、
催
し
物
に
取
組
み
、

若
者
が
集
い
、
触
れ
合
う
場
所

を
作
る
。
出
産
、
子
育
て
は
、

子
育
て
交
流
拠
点
施
設
等
を
旧

大
口
南
中
跡
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、

進
め
る
。

問答問答

　
　
　
　

本
市
に
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
建
設
の
話

を
聞
く
が
、
建
設
場
所
や
規

模
・
雇
用
予
定
人
数
等
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
伊
佐
地
区
の
林
業
発
展

に
つ
な
が
る
か
。

　
　
　
　

現
時
点
で
得
て
い
る

情
報
で
は
、
場
所
は
下

殿
の
伊
佐
森
林
組
合
の
敷
地
内

で
、
約
四
千
坪
の
土
地
に
建
設

さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

発
電
規
模
は
１
９
９
９
ｋｗ
で
、

年
間
２
万
３
０
０
０
ｔ
の
木
材

が
必
要
と
な
る
。
雇
用
は
30
人

で
、
う
ち
25
人
を
現
地
採
用
と

聞
い
て
い
る
。
伊
佐
市
内
に
建

設
さ
れ
る
と
、
大
量
に
原
木
が
、

消
費
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今

ま
で
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

間
伐
材
が
、
お
金
に
変
わ
り
、

森
林
所
有
者
に
還
元
さ
れ
て
、

森
林
整
備
が
進
み
、
新
た
な
雇

用
や
、
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ

問答

る
。

　
　
　
　

建
設
が
決
ま
っ
た
ら
、

進
入
路
等
市
道
の
整
備

は
、
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
　

具
体
的
に
、
ど
の
よ

う
な
位
置
取
り
で
建
物

問答

や
、
材
木
の
集
材
場
な
ど
で
き

る
の
か
、
今
の
所
、
全
く
分

か
っ
て
い
な
い
の
で
、
計
画
等

が
明
ら
か
に
な
っ
た
段
階
で
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※林野庁　資料より
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市 長／政府の施策批判する場ではない

市
長
／
総
合
的
に
判
断
し
結
論
出
す

ＴＰＰ離脱への声上げよ

畑　中　香　子　議員

子
ど
も
医
療
費
助
成
の

拡
充
を

久　

保　

教　

仁　
議
員

　
　
　
　

環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
が
大

筋
合
意
と
発
表
さ
れ
た
。
国
会

決
議
で
聖
域
と
し
た
重
要
５
品

目
で
の
関
税
撤
廃
な
ど
が
含
ま

れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
決
議
違

反
で
あ
る
。
農
業
を
基
幹
産
業

と
す
る
伊
佐
の
市
長
と
し
て
見

解
を
伺
う
。

問

　
　
　
　

米
は
米
国
よ
り
７
万

ｔ
、
豪
州
か
ら
０
・

84
万
ｔ
新
た
に
輸
入
さ
れ
る
が
、

備
蓄
米
で
対
応
す
る
。
肉
類
も

16
年
目
で
現
在
の
38
・
５
％
か

ら
９
％
ま
で
下
げ
る
。
肉
に
対

す
る
施
策
を
上
げ
、
セ
ー
フ

ガ
ー
ド
も
発
動
さ
れ
る
の
で
、

農
業
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
願

う
。
本
市
が
不
利
益
を
こ
う
む

ら
な
い
よ
う
国
に
提
言
し
て
い

く
。

　
　
　
　

日
本
は
今
、
米
の
需

要
が
毎
年
８
万
ｔ
ず
つ

減
少
し
、
水
田
の
生
産
余
力
が

あ
る
の
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
き
毎

年
77
万
ｔ
も
の
輸
入
を
続
け
、

農
家
は
米
価
の
暴
落
で
大
変
な

苦
労
を
し
て
い
る
。
そ
の
他
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
重
要
５
品
目
で

の
関
税
撤
廃
、
大
幅
引
下
げ
が

盛
り
込
ま
れ
る
。
本
市
の
農
業

へ
の
影
響
額
は
。
大
筋
合
意
は

撤
回
す
べ
き
、
交
渉
か
ら
離
脱

す
る
よ
う
声
上
げ
よ
。

　
　
　
　

影
響
額
は
前
回
48
億

円
と
答
弁
し
た
。
政
府

の
施
策
に
対
し
て
評
価
や
批
判

す
る
場
で
は
な
い
。
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
か
を
議
論
す

る
。 答問答

暖
房
設
置
で

　
　
　
　

教
育
環
境
を
整
え
よ

　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
の
学
力

向
上
、
健
康
保
持
の
た

め
、
冬
場
の
暖
房
を
設
置
せ
よ
。

旧
大
口
南
中
の
暖
房
設
備
に
つ

い
て
廃
校
後
の
取
り
扱
い
は
。

　
　
　
　

山
坂
達
者
な
、
生
き

る
力
を
も
つ
子
ど
も
を

育
成
す
る
。
旧
大
口
南
中
の
暖

房
設
備
は
大
口
中
央
中
の
特
別

教
室
と
旧
大
口
南
中
校
区
の
小

学
校
へ
引
継
い
だ
。

　
　
　
　

暖
房
が
必
要
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

学
校
長
判
断
で
、
要

求
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
。

問答問答

　
　
　
　

伊
佐
市
の
子
ど
も
医

療
費
に
関
す
る
助
成
事

業
は
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
・

子
ど
も
安
心
医
療
費
助
成
・
ひ

と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
と
子

ど
も
医
療
費
に
関
す
る
資
金
貸

付
事
業
が
あ
る
。
前
年
度
の
決

算
実
績
か
ら
見
る
と
、
申
請
件

数
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
子

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
全
般
に

わ
た
っ
て
検
討
が
必
要
だ
と
思

う
が
。

　
　
　
　

申
請
件
数
が
少
な
い

理
由
は
、
所
得
制
限
を

３
５
０
万
円
で
設
け
て
い
る
こ

と
。
年
間
８
万
円
の
控
除
額
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

伊
佐
市
の
年
間
収
入

マ
ッ
プ
【
別
載
】
か
ら

見
て
も
、
控
除
額
８
万
円
は
大

き
す
ぎ
る
。
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
・
心
配

問答問

な
く
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を

整
え
る
べ
き
だ
。
ど
の
よ
う
に

対
処
さ
れ
る
か
。

　
　
　
　

限
り
あ
る
財
源
を
ど

の
よ
う
に
配
分
し
、

使
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
議
会
に
お
け
る
結
論
、

市
民
の
方
々
の
意
見
等
を
総
合

的
に
判
断
し
、
結
論
を
出
す
。

答

医
師
会
立
・
准
看
護
学
校
の

支
援
を

　
　
　
　

市
と
し
て
、
21
年
度

に
准
看
護
学
校
に
支
援

を
し
て
い
る
。
こ
の
支
援
、
概

ね
10
年
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

准
看
護
学
校
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
そ
の
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

再
度
の
支
援
が
必
要
な
と
き
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

こ
れ
か
ら
迎
え
る
高

齢
化
社
会
の
中
で
、
福

祉
施
設
の
運
営
を
初
め
と
す
る

病
院
の
看
護
体
制
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
マ
ン

パ
ワ
ー
を
育
成
し
た
い
。
働
く

場
と
し
て
医
療
福
祉
関
係
が
大

き
な
位
置
を
占
め
る
。
必
要
な

支
援
は
、
行
政
の
施
策
だ
と
位

置
づ
け
て
い
る
が
、
医
師
会
の

方
々
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、

こ
の
１
年
の
間
に
は
っ
き
り
さ

せ
た
い
。

問答

平成25年住宅土地統計調査（総務省統計局）2015.12.1発表

伊佐市の年間収入マップ
300万円未満 6240世帯 57%
300万円～ 500万円 2750世帯 25%
500万円～ 700万円 1200世帯 11%
700万円～ 1000万円 470世帯 4%
1000万円以上 230世帯 2%
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奨学金返済免除は
可能か

森　山　良　和　議員
市長／返済が前提である

あ
と
、
ひ
と
押
し
の

支
援
策
は
作
れ
な
い
か

市　

来　

弘　

行　
議
員

市
長
／
幅
を
広
げ
な
が
ら
考
え
て
み
た
い

　
　
　
　

大
口
高
校
の
活
性
化

を
支
援
す
る
た
め
の

「
大
口
高
等
学
校
活
性
化
基

金
」
条
例
が
制
定
さ
れ
て
、
丁

度
一
年
が
経
過
し
た
。
入
学
者

増
に
向
け
、
一
定
の
効
果
は
出

て
来
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
条
例
が
制
定
さ

れ
て
以
来
、
関
係
者
を
含
め
、

懸
命
な
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い

る
が
、
今
年
も
ま
た
、
か
な
り

多
く
の
生
徒
が
他
の
地
域
へ
流

出
し
て
い
る
。
入
学
者
増
を
定

着
す
る
た
め
の
、
あ
と
一
押
し

の
支
援
策
が
作
れ
な
い
も
の
だ

ろ
う
か
。

　

３
年
前
に
、
大
分
県
の
豊
後

高
田
市
が
条
例
制
定
し
た
「
特

別
奨
学
生
」
制
度
の
創
設
で
あ

る
。
入
試
が
始
ま
る
前
に
、
市

内
の
中
学
校
か
ら
、
校
長
推
薦

の
も
と
、
学
業
、
人
物
と
も
に

特
に
優
秀
な
生
徒
を
２
人
ず
つ
、

選
考
し
、「
特
別
奨
学
生
」
と

し
て
、
大
口
高
校
に
入
学
し
て

問

も
ら
う
制
度
の
導
入
だ
。

　

文
武
両
道
の
志
の
高
い
生
徒

に
入
学
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
学
年
全
体
の
学
力

ア
ッ
プ
、
志
気
向
上
を
目
指
し

て
行
く
。
時
を
追
っ
て
、
そ
の

効
果
が
表
れ
て
く
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
結
果
と
し
て
、

入
学
者
増
に
向
け
た
確
か
な
足

取
り
が
始
ま
る
と
考
え
る
。
伊

佐
市
独
自
の
具
体
的
な
支
援
策

と
し
て
、
検
討
す
る
価
値
は
十

分
に
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
。

　
　
　
　

来
年
に
向
け
て
、
も

う
ひ
と
つ
魅
力
を
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
せ
て
行
く
必

要
が
あ
る
の
か
な
と
い
う
こ
と

は
考
え
て
い
る
の
で
、
ひ
と
つ

の
検
討
に
は
入
れ
さ
せ
て
頂
き

た
い
。
学
業
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
な
ど
、
幅
を
広
げ
た
支
援
策

を
考
え
て
み
た
い
。

答

　
　
　
　

奨
学
金
を
利
用
し
て

進
学
し
た
方
々
が
、
将

来
地
元
に
帰
っ
て
き
て
就
職
す

れ
ば
、
奨
学
金
の
返
済
を
免
除

す
る
。

こ
の
よ
う
な
制
度
が
あ
れ
ば
、

進
路
の
選
択
肢
も
増
え
い
ろ
い

ろ
な
可
能
性
が
広
が
る
と
思
う
。

制
度
へ
の
取
り
組
み
は
検
討
さ

問

れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　

奨
学
金
そ
の
も
の
の

意
味
、
位
置
づ
け
を

は
っ
き
り
さ
せ
な
く
て
は
い
け

な
い
。
あ
く
ま
で
も
奨
学
金
は

返
す
と
い
う
の
が
前
提
に
な
っ

て
お
り
、
返
さ
な
く
て
も
い
い

と
い
う
規
定
を
作
る
こ
と
自
体
、

非
常
に
無
理
が
あ
る
と
考
え
る
。

若
い
人
が
、
将
来
才
能
を
伸
ば

す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
施
策

が
、
国
に
も
地
方
に
も
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　
　
　
　

高
校
生
や
若
い
人
た

ち
各
種
団
体
な
ど
、
地

域
活
動
や
、
ま
ち
づ
く
り
を
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち

へ
の
支
援
を
行
う
。
こ
れ
が
、

ひ
い
て
は
伊
佐
市
で
仕
事
を
し

て
い
く
、
業
を
起
こ
す
と
い
う

こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

伊
佐
市
に
い
る
だ
け

で
簡
単
に
業
が
起
こ
せ

る
と
は
思
わ
な
い
。
や
は
り
、

外
に
出
て
修
行
を
し
、
自
分
が

苦
労
を
し
て
色
々
な
体
験
を
す

る
。

そ
の
中
か
ら
自
分
が
何
を
業
と

答問答

し
て
起
こ
す
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
伊
佐
に
帰
っ
て
来
る
。

そ
し
て
、
私
ど
も
や
金
融
機
関

に
相
談
を
し
、
会
社
を
起
こ
す

と
い
う
手
順
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
こ
に
ず
っ
と
住
ん
で

い
る
方
に
支
援
を
し
続
け
て
、

そ
の
方
が
業
を
起
こ
し
て
成
功

す
る
と
は
思
え
な
い
。
業
を
起

こ
す
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぐ
ら

い
厳
し
い
も
の
だ
と
考
え
る
。

　奨学生数の推移

※卒業、中途退学等があるため、新規と継続の数に相関性はない。
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定
住
促
進
を

ど
う
考
え
る
か

中　

村　

周　

二　
議
員

市
長
／
未
利
用
市
有
地
の
活
用
は
有
効

子宮頸がんワクチン
接種の健康被害は

諏　訪　信　一　議員
市長／発生していない

　
　
　
　

伊
佐
市
の
未
利
用
土

地
を
、
伊
佐
市
以
外
か

ら
移
住
し
て
く
る
方
に
安
い
料

金
で
提
供
で
き
る
考
え
は
な
い

の
か
。

　
　
　
　

未
利
用
土
地
を
活
用

す
る
こ
と
は
有
効
で
あ

る
。
市
の
、
標
準
的
な
価
格
よ

り
や
や
安
価
な
設
定
か
と
判
断

し
て
い
る
。
さ
ら
に
安
価
に
設

定
す
る
と
、
そ
の
地
域
の
売
買

実
例
と
な
り
、
土
地
取
引
価
格

へ
の
影
響
や
固
定
資
産
税
評
価

の
た
め
の
不
動
産
鑑
定
評
価
へ

の
影
響
が
あ
る
の
で
、
慎
重
な

対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　

市
民
が
、
自
分
の
土

地
に
伊
佐
市
外
の
人
に

家
を
建
て
さ
せ
、
住
ま
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
土
地
の
持
ち

主
に
、
固
定
資
産
税
２
年
分
ぐ

ら
い
、
お
礼
を
す
る
企
画
は
で

き
な
い
か
。

問答問

　
　
　
　

い
く
ら
補
助
金
を
出

し
ま
す
と
具
体
的
に
は

言
え
な
い
。
優
遇
策
は
問
題
点

が
出
て
く
る
。
検
討
す
る
場
合

も
慎
重
に
業
界
の
意
見
も
聞
か

な
い
と
い
け
な
い
。

湯
之
尾
神
舞
の
場
所
の
整
備
は

　
　
　
　

２
０
１
５
年
の
神
舞

は
、
雨
が
降
り
大
変

だ
っ
た
。
神
舞
は
大
変
素
晴
ら

し
い
も
の
と
考
え
る
が
、
水
は

答問

け
が
悪
く
、
歩
け
な
い
ぐ
ら
い

ぬ
か
る
ん
で
い
た
。
市
と
し
て

整
備
は
で
き
な
い
も
の
か
。

　
　
　
　

雨
に
ぬ
か
る
ん
だ
敷

地
の
ほ
う
は
湯
之
尾
神

社
の
所
有
に
な
っ
て
い
る
。
自

治
会
が
借
用
し
て
集
会
施
設
と

し
て
活
用
し
て
い
る
。
自
治
会

か
ら
の
申
請
が
あ
れ
ば
、
村
づ

く
り
整
備
事
業
等
の
市
の
補
助

を
利
用
し
て
何
ら
か
の
敷
地
整

備
が
検
討
で
き
る
と
思
う
。

答

　
　
　
　

20
歳
代
か
ら
30
歳
代

に
急
増
す
る
子
宮
頸
が

ん
、
10
代
前
半
に
接
種
す
る
こ

と
で
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

可
能
性
が
低
く
よ
り
効
果
に
予

防
で
き
る
と
し
て
、
接
種
は

２
０
１
０
年
秋
か
ら
始
ま
っ
た
。

公
費
助
成
で
２
０
１
３
年
４
月

か
ら
、
法
律
に
基
づ
く
定
期
接

問

種
と
な
っ
た
が
、
こ
の
間
、
頭

痛
や
倦
怠
感
、
関
節
痛
、
認
知

機
能
の
低
下
な
ど
の
健
康
被
害

が
生
じ
、
厚
生
労
働
省
は
、
積

極
的
勧
奨
を
中
止
し
た
。
伊
佐

市
に
お
け
る
接
種
対
象
人
数
と

接
種
人
数
は
。

　
　
　
　

接
種
対
象
は
、
小
学

６
年
生
か
ら
高
校
１
年

生
ま
で
の
女
子
で
、
平
成
23
～

27
年
度
ま
で
の
対
象
人
数
は
、

約
１
１
５
０
人
、
接
種
人
数
は

５
６
１
人
、
接
種
回
数
は
３
回

で
完
了
と
な
る
。
１
回
接
種

５
６
１
人
、
３
回
接
種
完
了
者

は
、
５
１
３
人
で
接
種
率
は

48
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

接
種
に
よ
る
頭
痛
、

倦
怠
感
な
ど
、
健
康
被

害
が
全
国
的
に
報
告
さ
れ
て
い

る
が
、
接
種
に
よ
る
体
調
不
良

等
の
申
し
出
は
発
生
し
て
い
な

い
の
か
、
健
康
調
査
の
実
施
は
。

　
　
　
　

接
種
に
よ
る
体
調
不

良
等
の
申
し
出
は
発
生

し
て
い
な
い
。
接
種
済
み
の
方

の
健
康
調
査
を
行
う
こ
と
は
、

不
安
な
感
情
を
あ
お
る
よ
う
な

形
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
と
い

う
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
市
独
自

答問答

の
調
査
等
は
現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。
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教
育
行
政
を
問
う

鶴　

田　

公　

紀　
議
員

教
育
長
／
学
力
向
上
を
図
る

自治会未加入対策に
ついて

山　下　和　義　議員
市長／自治会加入を推進していく

　
　
　
　

地
方
創
生
政
策
ア
イ

デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
２
０

１
５
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

９
０
７
に
及
ぶ
応
募
の
中
か
ら

ベ
ス
ト
10
に
、
明
光
学
園
高
校

２
年
生
チ
ー
ム
の
ア
イ
デ
ア
が

選
ば
れ
た
。
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

（
市
長
）『〝
そ
ん
出
会

い
、
牛
さ
ぁ
つ
な
ぎ
も

す
”
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
が
優
秀

賞
に
輝
き
、
非
常
に
良
か
っ
た

と
思
う
。
今
後
、
本
市
の
政
策

に
生
か
せ
る
よ
う
考
え
て
い
き

た
い
。

（
教
育
長
）
伊
佐
市
内
の
子
ど

も
た
ち
み
ん
な
が
、
そ
の
よ
う

な
発
表
が
で
き
る
よ
う
な
能
力

を
持
っ
た
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
強
く
願
う
。

　
　
　
　

市
内
の
高
校
生
が
頑

張
る
一
方
、
小
学
校
６

年
生
と
中
学
校
３
年
生
を
対
象

問答問

に
実
施
さ
れ
た
、
全
国
学
力
テ

ス
ト
の
結
果
、
本
市
の
平
均
正

答
率
は
全
国
や
県
平
均
と
比
較

し
学
力
の
差
が
あ
る
が
対
応
策

は
。
土
曜
い
き
い
き
講
座
受
講

生
は
成
果
が
出
た
と
言
う
が
学

力
テ
ス
ト
の
成
績
に
反
映
さ
れ

た
と
思
う
か
。
２
月
26
日
に
、

中
高
一
貫
文
化
交
流
事
業
で
九

州
交
響
楽
団
の
公
演
が
あ
り
、

演
奏
指
導
も
受
け
る
。
リ
ク
エ

ス
ト
は
何
曲
か
。
一
般
市
民
の

入
場
者
数
は
何
人
か
。
羽
月
北

小
学
校
の
今
後
の
対
応
策
は
。

　
　
　
　

学
力
向
上
方
策
は
授

業
充
実
と
家
庭
学
習
習

慣
を
身
に
つ
け
る
。
特
に
小
学

校
段
階
で
基
本
を
充
実
さ
せ
る
。

交
響
楽
団
は
フ
ル
メ
ン
バ
ー
の

74
人
で
授
業
の
一
貫
で
中
高
生

が
対
象
、
要
望
曲
は
市
歌
と
各

中
学
校
の
校
歌
を
依
頼
、
一
般

席
は
２
５
０
席
。
羽
月
北
小
は

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
今
後
の

答

対
応
や
課
題
等
を
依
頼
し
て
い

る
。ふ

る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
状

況
と
返
礼
品
目
の
経
緯

に
つ
い
て
。

　
　
　
　

平
成
25
年
度
１
２
６

２
件
１
５
５
９
万
円
、

平
成
26
年
度
３
４
９
１
件
３
９

７
７
万
円
、
件
数
も
金
額
も

年
々
増
加
し
て
い
る
。
返
礼
品

目
は
平
成
20
年
度
当
初
が
特
産

品
セ
ッ
ト
の
み
。
平
成
27
年
11

月
か
ら
23
品
目
か
ら
複
数
選
べ

る
特
産
品
を
設
定
し
た
。

問答

　
　
　
　

自
治
会
の
未
加
入
者

が
増
え
て
き
て
い
る
。

ご
み
問
題
や
防
災
等
に
も
影
響

が
あ
る
と
思
う
。
対
策
を
ど
う

思
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

地
域
の
環
境
保
全
等
、

い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
も

自
治
会
単
位
の
活
動
は
大
事
で

あ
る
の
で
、
自
治
会
加
入
の
推

問答

進
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
　

転
居
や
転
入
時
の
対

策
、
ま
た
、
民
間
等
の

ア
パ
ー
ト
等
の
管
理
者
等
に
働

き
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

市
役
所
等
に
横
断
幕
や
加
入
促

進
の
対
策
強
化
が
で
き
な
い
か
、

ま
た
、
強
化
月
間
等
の
考
え
は
。

　
　
　
　

窓
口
で
は
加
入
案
内

を
し
て
い
る
。
自
治
会

加
入
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
努
力
す
る
。
未
加
入
者
の
い

る
ア
パ
ー
ト
等
の
方
々
に
も
お

願
い
す
る
。
ま
た
、
４
月
を
強

化
月
間
に
す
る
方
向
で
検
討
す

る
。 問答

　男
女
共
同
参
画
の

　
　
　推
進
に
つ
い
て

　

　
　
　
　

１
億
総
活
躍
社
会
の

実
現
の
た
め
に
は
女
性

が
安
心
し
て
働
け
る
社
会
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
育
児
休
業

や
介
護
休
暇
が
取
れ
る
よ
う
な

社
会
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

対
策
を
伺
う
。

　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
を
策
定
し
て
い
る

の
で
今
後
も
こ
れ
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
女
性
が
安
心
し
て

働
け
る
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　
　

児
童
生
徒
に
も
男
女

共
同
参
画
社
会
の
必
要

性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
教
育
現
場
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

　
　
　
　

男
女
平
等
と
男
女
が

協
力
す
る
意
識
を
育
て

る
こ
と
は
大
事
で
あ
る
。
全
て

の
学
校
で
男
女
を
尊
重
す
る
よ

う
な
教
育
活
動
を
進
め
て
い
く
。

問答問答
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議
会
活
動

税金の納期回数を
増やせないか

福　本　千枝子　議員
市長／国保・介保・後期高齢者医療は増やす

　
　
　
　

平
成
26
年
度
の
決
算

に
お
い
て
、
収
入
未
済
、

不
納
欠
損
が
増
え
て
い
る
、
要

因
は
。
督
促
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
納
付
さ
れ
ず
時
効
と
な

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
何
年
か
。

　
　
　
　

生
活
困
窮
、
事
業
不

振
、
死
亡
で
あ
り
、
国

問答

保
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
が

増
え
て
い
る
。
時
効
は
市
税
と

国
保
が
５
年
、
介
保
と
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
が
２
年
で
あ
る
。

　
　
　
　

市
民
税
の
特
別
徴
収

（
給
与
か
ら
の
天
引

き
）
は
毎
月
引
か
れ
る
事
で
負

担
を
感
じ
な
い
が
、
市
民
税
と

国
保
税
は
年
３
回
納
期
が
重
な

る
。
固
定
資
産
税
と
国
保
税
は

年
２
回
納
期
が
重
な
り
、
負
担

が
大
き
い
。
納
期
回
数
を
増
や

せ
な
い
か
。

　
　
　
　

市
民
税
と
固
定
資
産

税
は
地
方
税
法
に
よ
り

で
き
な
い
。
国
保
、
介
保
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
に
つ
い
て

は
平
成
29
年
度
を
め
ど
に
考
え

る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
は
特

産
品
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
こ

と
と
貴
重
な
財
源
と
な
る
。
全

国
の
自
治
体
の
ト
ッ
プ
は
都
城

市
の
13
億
３
３
０
０
万
円
で

１
０
０
万
円
で
焼
酎
３
６
５
本

と
話
題
と
な
っ
た
。
本
市
の
状

況
は
。
ま
た
、
返
礼
に
伊
佐
牧

場
の
チ
ー
ズ
や
民
宿
は
考
え
ら

問答問

れ
な
い
か
。

　
　
　
　

昨
年
度
は
４
０
０
０

万
円
で
、
今
回
返
礼
を

23
品
目
に
増
や
し
、「
ふ
る
さ

と
チ
ョ
イ
ス
」
に
移
行
し
た
こ

と
で
、
10
日
間
で
倍
増
し
た
。

伊
佐
牧
場
の
チ
ー
ズ
は
協
議
を

済
ま
せ
た
。
民
宿
は
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　
　

使
い
道
で
選
ぶ
人
が

多
い
と
あ
る
が
本
市
へ

の
要
望
は
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
基
金
と
し
て
積
ん
で
お

く
事
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

子
育
て
、
高
齢
者
対

策
が
40
％
を
占
め
る
。

基
金
は
今
後
、
額
が
飛
躍
的
に

伸
び
れ
ば
考
え
る
が
、
今
の
と

こ
ろ
要
望
さ
れ
て
い
る
事
に
充

当
す
る
。

答問答

◀
水
俣
市

▲大山酒造 ▲サンコーテック ▲大口酒造　第２蒸留所

肥薩４市議会議員研修会議 員 研 修 会

伊佐市まちひとしごと創生総合戦略等調査特別委員会　市内企業見学

年末年始交通事故防止運動キャンペーン



伊佐市議会だより　2016（平成28年）第29号 18

12月10日、11日　大口小学校６年生	 	 	 の皆さんが一般質問の傍聴に訪れました。
傍聴の感想文をお寄せいただきましたので、その	 	 	 なかで８人の作文を抜粋し掲載しております。

　ぼくは、市議会見学で、議員さんは伊佐市民のためにがんばってくれているんだなあと思いました。ぼ

くたちが安全に楽しく過ごせるためや、暮らしを快適にするために、こんなに話し合ってくれていて「す

ごいなあ」と思ったり、質問したりする時や、それに対する答えを言う時には少しはく力を感じました。

ぼう聴は初めての経験で勉強になったので良かったです。特にＴＰＰについて話し合っていた時、貿易の

事などについては興味が持てました。そして、貴重な時間をいただいて見学させていただき、ありがとう

ございました。今回の時間を無だにしないよう、きちんと授業で生かしてがんばろうと思います。ふだん

何となく過ごしていたけど、話し合ってくれている議員さんのおかげなので感謝したいです。本当にあり

がとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮脇　仁崇　

　10日木曜に市議会を見学させてもらってありがとうございます。あまり見ない市議会が見れてとても

いい機会になりました。私達がやっている話合いとはちがって、大人の話し合いで私達と全然ちがいまし

た。１つの質問に、たくさん時間をかけて話し合っていたので、すごいなと思いました。自分が話すとき

はしっかりと手を挙げていたし、相手が話し終わったら、すぐに話していたので私もこれからそうしよう

と思いました。伊佐をもっとよりよくするために、生活のことや教育のことなどに１人１人が真剣に考え

ていました。議員さん達は大変だと思うけど、伊佐のために頑張っているんだなと思いました。伊佐がよ

くなっているのは議員さん達のおかげです。今日は市議会でたくさんのことを学びました。これからは、

今日学んだことを話し合い活動で生かしたいです。本当に今日はありがとうございました。これからも伊

佐のために頑張ってください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂元　依吹　

　12月11日は、ぼくたちに市議会の様子を見学させてくれてありがとうございました。ぼくは市議会

がなにをやっているのかは、だいたい塾でならっていたので知っていたのですが、もっとくわしく何を話

し合っているのかについて、知ることができたのでよかったです。ぼくたちが見学した時は、三つのこと

について話し合っていました。一つ目は「ＴＰＰ問題」について、二つ目は「水俣病問題」について、三

つ目は「学校の教室に暖房器具を付けるか」でした。この三つの話し合いでぼくがおどろいたのは、ぼく

たちの身近なことから全国的なことまで話し合っていたことです。ＴＰＰ問題や水俣病については、テレ

ビのニュースでも見ることがあります。しかし、学校の教室に暖房器具を付けるかは、ぼくたちの身近な

ことです。つまり、市議会は色々なことを話し合う、すごいところだということが分かりました。見学の

おかげで色々勉強になりました。ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　藤田　優一　

　私は、伊佐市のために、そこまで議員さん達が考えてくださっている事を知りませんでした。ＴＰＰ問

題や、水俣病問題や、学校のストーブをつけるかどうかを話し合っているのを見ていて、議員さんがＴＰ

Ｐ問題について話している時、議員さんの口から「農家の人に聞いてみると」と言っていたので、そこま

でして、この議会に参加しているんだという事を知りました。そして、私も人を説得する時には、困って

いる人からの意見を入れたいと思いました。また、６年生でも分かるように色々と考えて下さって、本当

にありがとうございました。伊佐市のために議員さんが何をしているかも分かりましたし、議員さんが私

達市民のためにここまで思っている事も知りました。私は、いつ学校にストーブを置くのだろうと思って

いたけれど、ストーブをつけるのには、費用がたくさんかかって大変だという事も分かりました。ストー

ブを置くのにも大変だという事も分かったので、少しは寒さもがまんしようと思いました。このような体

験ができて良かったです。１時間があっという間にすぎました。本当に私達市民のことを考えて下さって

ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髙濱　夏彩　

皆さんの作文は、こちらでご覧になれます。【伊佐市ホームページ】→【伊佐市議会】→【市議会だより】

12月10日、11日　大口小学校６年生	 	 	 の皆さんが一般質問の傍聴に訪れました。
傍聴の感想文をお寄せいただきましたので、その	 	 	 なかで８人の作文を抜粋し掲載しております。
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12月10日、11日　大口小学校６年生	 	 	 の皆さんが一般質問の傍聴に訪れました。
傍聴の感想文をお寄せいただきましたので、その	 	 	 なかで８人の作文を抜粋し掲載しております。

　こんにちは。私は大口小学校6年1組の吉元愛織です。今日は会議を傍聴させていただきありがとうご

ざいました。私は、傍聴するのは初めてなのでとても静かで、小学校でやる討論会みたいな感じではない

という事だったり、話をする人のマイクだけ赤く光っている事など、会議中の様々な事が分かりました。

あと、私は社会の事は、そんなに考えたりはしなかったですが、今日傍聴させていただいて市長さんなど

のお話や、議員さんのお話を聞いて、いつもではなくていいので、もっと社会の事について考えてみよう

と思いました。また、時間があればインターネットやニュースを見て様々な事を、もっと知りたいと思い

ました。今日は本当にありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉元　愛織　

　今回は、議会を見せてもらってありがとうございました。僕は初めて、議会を見て、皆さんは、大きな

声で、次々と発表していた所がすごいと思いました。皆さん質問にも、早く答えて会話が成り立っていま

した。僕は学校などで、会話がうまく成り立たないことがけっこうあります。僕も議員さんたちみたいに、

大きな声で早く会話が成り立つようにしたいです。僕も議員になって、人々の役に立てるようにしたいで

す。僕の夢が一つ増えました。今度の議会もがんばってください。　　　　　　　　　　　敷根　大空　

　先日は市議会を傍聴させて頂きありがとうございました。私は今回初めて市議会を傍聴したのですが、

議事堂にいらっしゃった皆さん一人一人が伊佐市民の事を第一に考えてくださっていて、私自身、伊佐市

民として、とてもうれしく思いました。そして、今回の質問にあげられていた「ＴＰＰ問題」ですが、私

も心配です。外国から来た安い食べ物と国産の値段の高い物。値段から考えたら、外国産の安い食べ物を

選びますが、品質や安心・安全な方を選ぶのだったら、国産の方を選びます。でも、考えはひとそれぞれ

なので、絶対こっちの方を選ぶというのは、分かりません。今後、この問題が日本の農業にどう影響して

いくのか、とても心配です。でも、このことをきっかけに私は、自分の国のために、何ができるんだろう

と考えました。少しでも日本の役に立ててればいいなと思います。今回、私は市議会を通して、自分の考

えを深めることができました。とても勉強になった1時間でした。本当にありがとうございました。　　

横山　眞子　

　今回は、議会を見れてとてもうれしかったです。ぼくは、東京の国会のようなものなのかなと思ってい

たのですが、思ったより室内は小さいと思いました。また、市役所の中にあり整備の整った場所できれい

でした。毎日のように、伊佐のことについて議論してくださり、伊佐もよくなっていくのではと思います。

今回見ていてぼくは、議員の話しを聞いていて、市長と議論していく中で最初は、何が何だか分からな

かったのですが、だんだん話しの内容が分かりました。６年生のぼくは、今はまだ分からないことがある

けれど、大人になるにつれてだんだん国が行っていること、市が行っていること分かると思います。なの

で、大人になるまでにぼくもがんばりますので、議員の方、市の職員の方もがんばってください。

蓑手　将弥　

　　　　　　　　　　　　Ｑ．市議会の人達の横の別室にいる人達は誰ですか。
　　　　　　　　　　　　Ａ．別室は「課長控え室」で、議員さん達のどんな質問にも答えられる
　　　　　　　　　　　　　ように、たくさんの課長さんが控えています。
Ｑ．議会事務局の人達は議会中にどんな事をしていますか。
Ａ．議会の内容を録音、インターネットで中継動画を流す機械の操作、ひとりひとりの発言の時間
　を計ったりしています。

子ども達から質問！

12月10日、11日　大口小学校６年生	 	 	 の皆さんが一般質問の傍聴に訪れました。
傍聴の感想文をお寄せいただきましたので、その	 	 	 なかで８人の作文を抜粋し掲載しております。
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編
集
後
記

　

暖
冬
か
ら
一
変
、
１
月
24
・
25
日
は
記
録
的
な
寒

波
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
水
道
管
の
破
損
に
よ
る
断

水
。
伊
佐
市
で
も
、
約
５
千
世
帯
が
被
災
し
た
。
鹿

児
島
県
の
北
海
道
と
揶
揄
さ
れ
る
伊
佐
市
。
寒
さ
に

は
強
い
は
ず
だ
が
、
さ
す
が
に
氷
点
下
15
・
２
℃
に

は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
水
道
管
は
、
氷
点
下
４
℃

を
下
回
る
と
凍
結
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
伊
佐
な

ら
で
は
の
、
強
い
寒
波
に
対
す
る
対
策
を
ど
う
す
る

の
か
が
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。

　

昨
年
、
久
々
の
台
風
に
よ
る
倒
木
や
断
水
。
そ
し

て
、
今
回
積
雪
と
断
水
。
こ
の
１
年
間
の
災
害
。
関

係
業
界
の
方
々
や
担
当
課
を
は
じ
め
市
職
員
の
災
害

時
に
対
す
る
懸
命
な
対
応
に
感
謝
。

　

伊
佐
市
は
昨
年
10
月
、
宮
城
県
南
三
陸
町
と
大
規

模
災
害
時
の
復
旧
活
動
に
必
要
な
職
員
派
遣
や
、
水

や
食
料
な
ど
を
提
供
す
る
災
害
協
定
を
結
ん
だ
。
２

年
前
８
月
・
西
之
表
市
と
の
協
定
に
続
き
２
例
目
。

相
互
支
援
体
制
の
確
立
と
広
域
防
災
体
制
の
充
実
を

目
途
と
し
て
い
る
。

　

２
年
連
続
【
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
】
鹿
児
島
県

内
１
位
の
我
が
伊
佐
市
。
さ
ら
に
住
み
や
す
い
伊
佐

市
を
目
指
し
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
る
。

　

伊
佐
市
議
会
で
も
、
災
害
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
各
議
員
が
地
域
の

課
題
解
決
に
鋭
意
努
め
て
い
る
。
が
、
各
議
員
が
、

ど
の
よ
う
な
思
い
・
考
え
で
一
般
質
問
を
し
て
い
る

の
か
。
委
員
会
の
予
算
審
議
で
ど
の
よ
う
な
質
問
を

し
て
い
る
の
か
。
市
民
の
方
々
が
傍
聴
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
伊
佐
市
議
会
は
も
っ
と
活
躍
で
き
る
。

市
民
の
方
々
へ
委
員
会
と
一
般
質
問
の
傍
聴
を
お
願

い
し
た
い
。

　
　
　

議
員
・
議
会
が
変
わ
れ
ば
市
が
変
わ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

市
民
の
方
々
の
傍
聴
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保　

教
仁

　

冬
の
星
座
の
主
役
、
オ
リ
オ
ン
座
が
西
へ
傾
く
と
、
春
の
訪

れ
を
予
感
し
ま
す
。
農
繁
期
を
前
に
束
の
間
の
休
息
を
し
て

い
る
、
米
ど
こ
ろ
伊
佐
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
上
に
、

オ
リ
オ
ン
座
が
傾
き
ま
し
た
。
実
は
オ
リ
オ
ン
座
の
左
上
、
赤

い
星
ベ
テ
ル
ギ
ュ
ー
ス
が
近
々
超
新
星
爆
発
を
起
こ
す
の
で

は
、
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
十
億
年
の
生
涯
の
最
後
、
大

き
な
星
は
爆
発
し
て
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る
の
で
す
が
、
ベ
テ
ル

ギ
ュ
ー
ス
は
こ
こ
15
年
で
体
積
が
15
％
ほ
ど
収
縮
し
、
形
も
既

に
球
形
か
ら
崩
れ
て
い
る
の
で
、
ま
さ
に
終
焉
の
大
爆
発
の
瞬

間
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
が
明
日
に
な
る
の
か
、

千
年
後
に
な
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
宇
宙
の
時
間
の
流
れ
の

な
か
で
は
千
年
も
ほ
ん
の
一
瞬
で
す
。
流
れ
ゆ
く
悠
久
の
時
の

中
で
、
輝
く
オ
リ
オ
ン
座
と
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
一

年
と
い
う
時
の
刻
み
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

写
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・
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左
近
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円

い
さ
の
夜
空

い
さ
の
夜
空
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・
発
行
責
任
者
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26�日（金） 本会議（招集日）

７日（月） 本会議（２日目）一般質問
８日（火） 本会議（３日目）一般質問
９日（水） 本会議（４日目）一般質問
11日（金） 本会議（５日目）総括質疑
14日（月） 総務産業委員会
16日（水） 文教厚生委員会
17日（木） 総務産業委員会
18日（金） 文教厚生委員会
25日（金） 本会議（最終日）

平成28年
第1回定例会のお知らせ

議会中継を自宅等のインターネットでも視聴できます。
（市議会の生中継や録画を映像配信しています）

【伊佐市ホームページ】
↓

【伊佐市議会】
↓

【議会インターネット映像中継】
大口庁舎・菱刈庁舎・
ふれあいセンター・まごし館でも
議会ライブ中継をご覧になれます。

○定例会は午前 10 時開会です。

２月

３月

平成28年
第1回定例会のお知らせ


